
これからもお元気でお過ごしください

野尻壽枝さんが、めでたく100歳
を迎えられました。
　壽枝さんは、6人兄弟の長女とし
て三田井(神殿)で生まれました。
　学校を卒業後は、国民学校で先
生として沖縄から疎開してきた子
どもたちを正念寺（田原）で教えて
いました。
　23歳で、役場職員の濟好さん
(12年前に他界)と結婚。
　壽枝さんは、牛の世話や野菜・し
いたけをつくるなど農業をしながら、
子ども3人を育て、現在では、孫10人、ひ孫10人に恵まれています。
　壽枝さんは、好き嫌いがなく何でもよく食べるとのことです。濟好さんが退職後に本格的に始めた養魚場を手伝
いながら農業を行い、大正琴や畑で作った野菜で漬物を作ったりすることを趣味にしていたそうで、一時もじっと
していないくらい体を動かしていたことが健康の秘訣ではないかとのことでした。
　壽枝さんは現在、施設に入られていますが、養魚場を引き継がれている子の敏憲さんは｢これからも健康で長生
きをしてほしい｣と話しました。

いたけをつくるなど農業をしながら、いたけをつくるなど農業をしながら、

野尻 壽枝さん（大正14年1月1日生）

すみよし

ひさえ

小川ムツ子さんが、めでたく100歳を迎えられま
した。
　ムツ子さんは、8人兄弟の長女として熊本県球磨
村で生まれました。学校卒業後は、家の農業を手伝
うなどし、19歳で義徳さん(12年前に他界)と結婚。
南満州鉄道職員であった義徳さんとともに満州国へ
渡り暮らしました。
　満州国で終戦を迎え４年程暮らした後、故郷の熊
本へ戻り、農業をしながら４人の子どもを育て、現
在は、孫8人、ひ孫8人に恵まれています。
　子の義孝さんは、6年程前に高千穂へ移住してこ
られ、それまで一人暮らしをしていたムツ子さんを

２年前に迎え、高千穂でいっしょに暮らすようになりました。
　ムツ子さんは、好き嫌いがなく何でもよく食べ、特に甘いものが好きなようです。また、ぬり絵が上手で計
算や漢字が得意とのこと。特に四字熟語に関しては、みんなが知らない言葉をよく知っているとのことです。
　ムツ子さんは現在、施設に入られていますが、子の義孝さんは「1日でも長生きをして長寿を全うしてほしい」
と話しました。

小川 ムツ子さん（大正13年12
月18日

生）

100歳のお誕生日
　　おめでとうございます
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※一部敬称略

令和７年消防団表彰者
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